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３・４年生 表３・４年生 表現現「「初小ソーラン」初小ソーラン」

１ ０ 月のこんなことあんなこと

初山別中学校学校祭（１０月４日）

初山別小学校学校祭（１０月１１日）

☆村立初山別小学校　学芸会☆

　この日のために、一生懸命練習に励

んできた３７人の児童たち。全校合唱

や劇、ソーラン節など一人ひとりが力

を合わせ、心温まる発表となりました。

「あなたへ 旅立ちに寄せるメッセージ「あなたへ　旅立ちに寄せるメッセージ」」

英語暗英語暗唱唱 少年の主少年の主張張

☆中学校　学校祭☆

　今年のテーマは「和気愛々」、生徒全員による笑い

あり・感動ありのステージが繰り広げられました。

コミカルな演劇、生バンド演奏が披露されました。

ダンスメドレーでは懐かしの曲達で会場を盛り上げ

てくれました。日ごろの学びや創意工夫が垣間見れ

る学校祭でした。

演演劇劇「「悪の組織の作り方悪の組織の作り方」」

赤い羽根共同募赤い羽根共同募金金

リングプル回リングプル回収収

文化文化部部（（演奏演奏））「「チェリーチェリー」」

舞舞踏踏（（ダンスダンス））

全校合全校合唱唱

「音楽のおくりもの 他「音楽のおくりもの 他」」

「に じ「に じ」」

１・２年生 音１・２年生 音楽楽

「昔話法廷～桃太郎裁判～「昔話法廷～桃太郎裁判～」」

５・６年生５・６年生 劇劇

「ダンスホール 他「ダンスホール 他」」

３・４年生 音３・４年生 音楽楽

「「やってみようやってみよう！！」」

１・２年生 表１・２年生 表現現

全校合全校合唱唱



韻

ふじみ保育所　おゆうぎ会（１０月１８日）

　北留萌消防組合初山別村消防団の秋季消防演習が消防庁舎にて行われました。団員の知識

向上を目的として、トランシーバーを使用した放水訓練を行いました。

　日々の仕事でお忙しい中、訓練・活動を行われている消防団員の皆さまに感謝申し上げま

す。（１０月２６日）

秋季消防演習《初山別村消防団》

☆ふじみへき地保育所　おゆうぎ会☆

　お客さんを前にして、緊張しながらも元気

いっぱいでいきいきとした歌やパフォーマンス

が披露され、会場内は暖か

い雰囲気に包まれました。

　保護者の皆さんからは、

大きな拍手と笑顔が溢れ、

子どもたちの成長を感じる

ひとときとなりました。「うちゅうせんのうた「うちゅうせんのうた」」

全クラス合全クラス合唱唱

ちゅーりっぷ・たんぽぽちゅーりっぷ・たんぽぽ組組 たんぽぽたんぽぽ組組 ひまわりひまわり組組

ちゅーりっぷちゅーりっぷ組組 たんぽぽたんぽぽ組組 ひまわりひまわり組組

楽楽器器「「線路はつづくよどこまでも線路はつづくよどこまでも」」 劇劇「「おむすびころりんおむすびころりん」」 楽楽器器「「ハイ・ホーハイ・ホー」」

遊遊戯戯「「ｃｈｃｈｕｕ☆お願いマイメロディ☆お願いマイメロディ」」 楽・楽・歌歌「「ＴｈｅＦｏＴｈｅ Ｆｏｘｘ」」 遊遊戯戯「「ＲｏｃｋＴｈｉｓＰＲｏｃｋ Ｔｈｉｓ Ｐａａｒｒｔｙｔｙ」」



吋

　村立初山別村小・中学校でそれぞ

れ一日防災学校が開催されました。

　今年度は大地震を想定し、小学生

は正面玄関前の駐車場、中学生は多

目的ホールへの避難訓練を行いまし

た。

　その後、小学校低学年は防災ビデ

オ鑑賞や防災カルタ、中学年は災害

マップ確認や火事を想定したバケツ

リレー、高学年は段ボールベッド作

りや人命救助体験を行い、防災への

理解を深めました。

　中学生は災害時の避難所設営及び

運営に関するグループワークを行い、

防災への意識を高めました。

（１０月２１日）

●１０月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

お茶の間懇談会（有明・栄）１昌

お茶の間懇談会（豊岬・明里・共成）２昭

お茶の間懇談会（初山別・千代田）３晶

村立初山別中学校　学校祭４松

村立初山別小学校　学芸会１１松

花いっぱい運動国道花壇撤去１２掌

ふじみへき地保育所　おゆうぎ会１８松

村立初山別小・中学校　一日防災学校２１昇

ほしっこくらぶ２２昌

初山別村秋季消防演習２６掌

一日防災学校

今月のほしっこくらぶは

☆じゆうあそび　でした。（１０月２２日）

ほしっこくらぶ －１０月号－

１１月の「ほしっこくらぶ」は、２０日に繋小屋にて開催予定です 。

　６月に植栽していただいた初山別

市街地の国道花壇の一斉撤去を実施

しました。

　苗の植栽から撤去まで、花いっぱ

い運動にご協力していただきありが

とうございました。（１０月１２日）

花いっぱい運動「国道花壇撤去」



右

 噛
暮
 
ら
 し
噛

■
地
域
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

垢
 沿
岸
バ
ス
（
株
）
の
一
部
減
便
に
よ
り
、
病
院

に
通
院
す
る
た
め
の
手
段
を
失
っ
た
。
代
替
と
な

る
交
通
手
段
は
な
い
か
。

茅
 別
の
交
通
手
段
と
し
て
「
し
ょ
さ
ま
る
号
」
の

運
行
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
検
討
し
て
お
り
、
医

療
機
関
の
受
診
の
際
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
調
整

し
て
い
き
ま
す
。

■
情
報
通
信
に
関
す
る
こ
と

垢
 携
帯
電
話
が
使
え
な
い
通
信
困
難
箇
所
で
は
、

熊
の
出
没
時
に
注
意
喚
起
の
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

場
合
が
想
定
さ
れ
る
。有
事
の
際
に
も
携
帯
電
話

が
使
え
る
よ
う
に
基
地
局
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

茅
 携
帯
電
話
の
基
地
局
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民

間
会
社
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
情
報
通

信
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
住
民
が

同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
村
か
ら
も
積
極
的
に
要
望
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
分
野
の
施
策
か
ら
ス
マ
ー

ト
農
業
を
促
進
す
る
予
定
が
あ
り
、
圏
外
解
消
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
訪
問
診
療
に
つ
い
て

垢
 
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
エ
ル
ム
の
里
で
は
職
員
不

足
に
よ
り
、
通
院
は
家
族
対
応
で
行
っ
て
い
る
。

介
護
度
が
上
が
る
に
つ
れ
、
家
族
対
応
で
通
院
す

る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
村
医
に
よ
る
出
張

診
療
ま
た
は
村
で
福
祉
車
両
を
所
有
し
、
貸
し
出

す
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

茅
 高
齢
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
村
で
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
村
医
や
道
立
羽
幌
病
院
・
萌
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
協
議
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
獣
害
に
つ
い
て

垢
 緊
急
銃
猟
の
制
度
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

考
え
が
あ
る
の
か
。
発
砲
に
よ
り
事
故
が
発
生
し

た
際
は
、
保
証
等
は
あ
る
の
か
。

茅
 猟
友
会
の
方
達
と
話
し
合
い
、
協
力
依
頼
の

あ
る
ハ
ン
タ
ー
か
ら
同
意
書
を
い
た
だ
く
た
め
準

備
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
住
宅
密
集
地
で
の
発
砲

は
跳
弾
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
そ
の
区
域
か
ら
離

れ
、
河
川
や
農
地
な
ど
の
危
険
が
及
ぶ
恐
れ
の
低

い
場
所
へ
ヒ
グ
マ
を
追
い
払
う
な
ど
し
て
か
ら
駆

除
す
る
体
制
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

噛
防
　
　
災
噛

垢
 津
波
に
対
す
る
栄
地
区
の
考
え
方
に
つ
い
て

茅
 防
災
マ
ッ
プ
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
発
表

し
た
津
波
の
高
さ
よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
。

こ
の
と
き
、
必
ず
家
か
ら
出
る
必
要
と
い
う
の
は

な
く
、
家
の
２
階
に
避
難
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
日
頃
か
ら
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

ど
こ
が
一
番
有
効
な
避
難
場
所
か
地
区
内
で
考
え

方
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
地
区
に

あ
っ
た
防
災
訓
練
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

噛
そ

の

他
噛

　
住
宅
、
空
き
家
、
除
雪
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
し
ょ

さ
ま
る
号
（
地
域
公
共
交
通
事
業
）、
郷
土
資
料
館

や
海
水
浴
場
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
有
明
・
栄

　
人
１３

＊
豊
岬
・
明
里
・
共
成

６
人

＊
初
山
別
・
千
代
田２

人

各
地
区
の
参
加
人
数

お茶の間懇談会
でのご意見（抜粋）
　１０月１日、２日、３日の３

日間、村内各地区においてお

茶の間懇談会が開催されまし

た。村長・副村長・教育長・各

課長・次長が各地区を回る形

式で実施し、住民の皆さまに

ご参加いただきました。　各

地区にていただいたご意見を

抜粋してご紹介します。

豊岬・明里・共成地豊岬・明里・共成地区区 有明・栄地有明・栄地区区

初山別・千代田地初山別・千代田地区区
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９
月
議
会
定
例
会
は
、
９
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

１７

１８

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
各
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
、
改
正
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及
び
各
事
業
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い

１７

ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
加
藤
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

報告済
令和６年度北海道初山別村健全化判断比率等の報告につ

いて
報告第３号

報告済専決処分の報告について〔損害賠償の額の決定について〕報告第４号

報告済株式会社しょさんべつ振興公社の経営状況について報告第５号

可決
北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更につ

いて
議案第３７号

可決北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について議案第３８号

可決北海道市町村総合事務組合規約の変更について議案第３９号

可決

初山別村議会議員及び初山別村長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第４０号

可決
フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について
議案第４１号

可決
初山別村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の制定について
議案第４２号

可決令和７年度一般会計補正予算（第２号）議案第４３号

可決令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第４４号

可決令和７年度介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第４５号

可決
令和７年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算

（第１号）
議案第４６号

可決令和７年度村立診療所特別会計補正予算（第２号）議案第４７号

可決令和７年度簡易水道事業会計補正予算（第１号）議案第４８号

可決令和７年度農業集落排水事業等会計補正予算（第１号）議案第４９号

認定
令和６年度北海道初山別村各会計歳入歳出決算等の認定

について
認定第１号



　
　
報
告

■
令
和
６
年
度
健
全
化
判
断

比
率
等
の
報
告

→
実
質
公
債
費
率
 ７
坩７
％

　
前
年
度
比０坩５

ポ
イ
ン
ト
増

■
専
決
処
分
の
報
告
〔
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
〕

→
令
和
７
年
５
月
　
日
発
生

２８

の
公
用
車
物
損
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
の
額
　
万
９
０
０
０
円

３１

垢
 鎌
田
議
員

　
事
故
だ
け
で
な
く
公
用
車

の
車
検
や
保
険
等
の
再
確
認

を
願
う
。

茅
 宇
野
副
村
長

　
ミ
ス
が
生
じ
な
い
よ
う
努

め
る
。

■
株
式
会
社
し
ょ
さ
ん
べ
つ

振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

→
令
和
７
年
度
予
算
額

　
１
億
６
４
５
５
万

０
０
０
０
円

　
令
和
６
年
度
決
算
額

　
１
億
７
２
５
７
万

６
１
３
４
円

　
　
条
例

■
初
山
別
村
議
会
議
員
及
び

初
山
別
村
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

→
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
う
改
正
。

■
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例→
北
海
道
最
低
賃
金
の
改
定

に
伴
う
改
正
。

■
初
山
別
村
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

→
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の

改
正
に
伴
い
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
基
準
を
定
め
る
た

め
新
た
に
制
定
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
５
９
８
３
万
７
千
円
を
追

加
し
、

　
億
４
８
２
８
万
４
千
円
に
。

２５【
児
童
福
祉
総
務
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
当
村
に
お
け
る
保
育
料
の

無
償
化
を
し
て
い
る
年
齢
や

何
子
目
等
、
全
体
を
説
明
願

う
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
令
和
元
年
　
月
よ
り
３
歳

１０

以
上
の
子
に
つ
い
て
は
無
償

化
だ
っ
た
。
新
た
に
０
歳
か

ら
２
歳
ま
で
の
子
に
つ
い
て

無
償
化
す
る
も
の
。
対
象
者

は
９
名
で
保
育
所
通
園
者
は

７
名
と
な
っ
て
い
る
。

【
鳥
獣
害
対
策
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
鳥
獣
保
護
管
理
法
改
正
に

伴
う
緊
急
銃
猟
実
施
の
本
村

で
の
方
向
性
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
改
正
の
内
容
を
把
握
し
、

猟
友
会
や
関
係
機
関
と
の
協

議
を
実
施
し
、
村
と
し
て
の

体
制
整
備
を
行
い
、
住
民
周

知
を
図
る
順
序
で
進
め
た
い
。

村
の
地
域
特
性
に
あ
っ
た
緊

急
銃
猟
の
形
を
模
索
す
る
。

【
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
推
進

事
業
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
今
回
修
繕
料
を
補
正
し
て

い
る
が
何
の
修
繕
か
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
「
ほ
た
る
の
里

づ
く
り
」
事
業
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

茅
 小
川
教
育
次
長

　
今
回
の
修
繕
料
は
、
交
流

セ
ン
タ
ー
裏
手
の
「
ほ
た
る

の
里
」
の
木
製
の
橋
に
係
る

修
繕
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
の
「
ほ
た
る
の
里
」

に
つ
い
て
は
、
生
息
数
は
相

当
数
を
確
認
し
て
い
る
の
で

継
続
し
て
い
く
。

【
保
健
体
育
総
務
費
】

垢
 斉
藤
議
員

　
村
全
道
・
全
国
大
会
参
加

補
助
金
の
参
加
種
目
は
。

茅
 小
川
教
育
次
長

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
、

空
手
と
な
っ
て
い
る
。

【
過
年
度
収
入
】

垢
 髙
場
議
員

　
交
通
空
白
地
有
償
運
送
業

務
委
託
料
で
返
納
金
が
あ
る

が
、
人
材
不
足
に
よ
る
利
用

制
限
が
理
由
か
。
村
と
し
て

支
援
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
昨
年
度
の
利
用
実
績
は
令

和
５
年
度
と
比
較
し
、
ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
開

始
か
ら
５
年
が
経
ち
、
村
も

積
極
的
に
関
与
し
な
が
ら
、

よ
り
一
層
ま
た
長
く
継
続
で

き
る
方
法
を
考
え
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

→
８
５
１
千
円
を
追
加
し
、

２
億
１
０
８
０
万
９
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

→
８
８
８
万
９
千
円
を
追
加

し
、

２
億
１
０
４
８
万
３
千
円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

→
１
３
６
千
円
を
追
加
し
、

　
　
２
６
２
３
万
６
千
円
に
。

■
村
立
診
療
所
保
険
特
別
会

計→
７
４
４
万
７
千
円
を
追
加

し
、
　
　
　
　
６
３
４
１
万
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
収
益

→
８
８
５
万
２
千
円
を
追
加

し
、

１
億
５
６
１
５
万
７
千
円
に
。

簡
易
水
道
事
業
費
用

→
８
８
５
万
２
千
円
を
追
加

し
、

１
億
５
２
６
１
万
８
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
等
会

計農
業
集
落
排
水
事
業
等
収
益

→
３
０
４
万
３
千
円
を
追
加

し
、
　
　
１
億
２
６
３
５
万
円
に
。

農
業
集
落
排
水
事
業
等
費
用

→
３
０
４
万
３
千
円
を
追
加

し
、

１
億
２
４
９
１
万
２
千
円
に
。
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水
道
管
等
の
維
持
・
更
新
に

向
け
た
取
組
が
必
要
で
は

議
員
　
国
内
に
水
道
管
が
普
及
し

た
の
は
、イ
ン
フ
ラ
が
進
ん
だ

高
度
経
済
成
長
期
で
あ
り
ま

す
。現
在
、多
く
の
水
道
管
が

耐
用
年
数
を
経
過
も
し
く
は

近
年
中
に
到
来
し
、更
新
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。し
か
し

な
が
ら
更
新
率
は
決
し
て
高

く
あ
り
ま
せ
ん
。水
道
は
住
民

の
生
活
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、供
給
を
支
え
る
水
道

管
の
健
全
性
は
公
衆
衛
生
や

日
常
生
活
に
直
接
関
わ
る
重

要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。事
故

が
発
生
す
る
と
水
道
管
を
遮

断
す
る
必
要
が
あ
り
広
範
囲

で
の
断
水
が
起
き
た
り
、水
道

水
が
濁
る
な
ど
生
活
へ
の
影
響

が
大
き
く
、一
度
発
生
す
る
と

甚
大
な
問
題
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
た
め
水
道
管
の
老
朽
化

は
社
会
問
題
と
し
て
注
視
さ

れ
て
い
ま
す
。当
村
に
お
い
て

も
水
道
管
等
の
維
持
・
更
新
に

向
け
た
取
組
が
必
要
と
考
え

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
課
題
や
対

策
を
含
め
た
水
道
事
業
計
画

に
つ
い
て
村
長
に
伺
い
ま
す
。

①
断
水
し
た
場
合
の
給
水
対

策
は
ど
の
様
な
体
制
に
な
っ
て

い
る
の
か
。②
現
在
、導
水
管

の
更
新
予
定
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
が
進
捗
状
況
は
。③
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
後

の
事
故
事
例
は
あ
っ
た
の
か
。

④
有
効
と
さ
れ
て
い
る
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
導
入
さ
れ

て
い
る
の
か
。以
上
、伺
い
ま
す
。

村
長
　
生
活
基
盤
を
支
え
る「
水

道
」は
、生
活
イ
ン
フ
ラ
の
中
で

も
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、日
本
国
内
の
上
水

道
の
普
及
率
は
、　
％
と
非
常

９８

に
高
い
必
要
不
可
欠
な
生
活

イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
整
備
さ
れ
た
水
道
施
設
の

う
ち
、主
に
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る

破
損
や
漏
水
事
故
が
日
本
各

地
で
、住
民
生
活
に
影
響
を
与

え
て
い
る
事
例
が
発
生
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
住
民
生
活
に
直
接
影
響
を

与
え
る
配
水
管
で
あ
り
ま
す
が
、

村
内
に
お
け
る
配
水
管
の
大

部
分
が
昭
和
　
年
以
降
に
整

６３

備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、今
後
、

　
年
後
以
降
と
な
る
令
和
　

１０

１８

年
か
ら
順
次
、耐
用
年
数
に

到
達
し
老
朽
化
を
迎
え
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
の
質
問
で
あ
り
ま
す
、

「
断
水
し
た
場
合
の
給
水
対
策

は
ど
の
様
な
体
制
に
な
っ
て
い

る
の
か
」に
つ
い
て
で
す
が
、配

水
管
の
破
損
時
に
お
い
て
、現

在
は
短
時
間
の
部
分
断
水
に

よ
り
補
修
対
応
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
、配

水
管
の
破
損
状
況
に
よ
っ
て
は
、

補
修
対
応
が
長
期
間
に
わ
た

る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、そ
の
場
合
に
お
き
ま
し
て
は
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
留
め
る
た
め
、生
活
用
水

の
運
搬
態
勢
や
飲
料
水
の
確

保
に
つ
い
て
、準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、特
に
飲
料
水
の

確
保
に
つ
い
て
は
、給
水
車
等

の
配
備
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、「
日
本
水
道
協
会
」と
の
協

定
に
基
づ
き
、連
携
を
と
り
な

が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
二
つ
目
の
質
問
の
、「
現
在
の

導
水
管
更
新
の
進
捗
状
況
」

に
つ
い
て
で
す
が
、今
年
度
は

初
山
別
導
水
管
の
測
量
を
実

施
し
更
新
工
事
は
令
和
８
年

度
か
ら
令
和
　
年
度
ま
で
の

１５

計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
三
つ
目
の
質
問
で
あ
り
ま
す
、

「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
設
置
後

の
事
故
事
例
」に
つ
い
て
は
、ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て

配
水
管
漏
水
箇
所
の
特
定
に

繋
が
っ
た
事
例
が
昨
年
度
１

件
、今
年
度
２
件
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
四
つ
目
の
質
問
の
、「
有
効

と
さ
れ
て
い
る
ア
セ
ッ
ト
マ
い
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
導
入
さ
れ
て
い
る

の
か
」に
つ
い
て
で
す
が
、村
と

し
ま
し
て
は
、令
和
　
年
以
降

１８

の
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
と

し
て
、令
和
４
年
度
に「
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
管
路
等
更
新

計
画
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。本
計
画
に
つ
い
て

は
、事
業
費
も
大
き
い
こ
と
か

ら
順
次
、老
朽
化
を
迎
え
る
水

道
管
の
状
況
と
そ
の
時
点
で
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
、さ
ら
に

は
、将
来
的
な
住
民
居
住
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、こ
れ
ら

の
状
況
に
適
合
し
た
事
業
内

容
に
お
い
て
適
確
に
計
画
に
沿

い
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
日
々
の
各
種
水
道
デ
ー
タ
に

よ
る
水
道
利
用
の
傾
向
把
握

と
水
道
施
設
の
計
画
的
、継
続

的
な
適
正
管
理
を
と
お
し
て
、

住
民
生
活
上
、重
要
生
活
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
水
道
供
給
を
安

定
的
か
つ
安
心
供
給
す
る
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
問
一
答

議
員
　
設
備
等
も
適
切
に
更
新
さ

れ
て
い
る
の
か
。

村
長
　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
計
画
に
基
づ
き
進
め
る
。

一

般

質

問
加藤　一裕　議員

Ｑ 水道クライシス　水道管の

　  老朽化に伴う社会問題について

Ａ　水道管の状況と財政状況を
　　　　勘案し的確に計画に沿い実施する



　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

９
月
　
、　

日
に
わ
た
り
、

１７

１８

令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
を

審
議
し
、
全
て
の
会
計
を
全

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

【
民
　
生
　
費
】

〇
社
会
福
祉
総
務
費

垢
 斉
藤
委
員

　
コ
ミ
パ
に
係
る
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
結
果
の
内
容
は
。
ま

た
、
今
後
の
実
行
委
員
会
と

し
て
の
考
え
は
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
て
は
、

　
名
中
　
名
の
回
答
が
あ
っ

４４

４３

た
。
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
方

が
多
か
っ
た
が
、
内
容
に
つ

い
て
は
好
評
で
あ
っ
た
。
よ

い
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

〇
さ
さ
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
事
業
費

垢
 髙
場
委
員

　
６
年
度
も
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
な
か
っ

た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
家
か
ら
出
る
場
は
定
期
的

に
必
要
で
あ
る
。
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
な
が
ら

各
地
区
に
合
っ
た
形
で
進
め

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

○
地
域
公
共
交
通
対
策
事
業
費

垢
 髙
場
委
員

　
福
祉
有
償
運
送
の
利
用
料

は
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

茅
 大
井
住
民
課
長

　
３
年
に
１
回
の
会
議
の
中

で
料
金
を
設
定
し
て
い
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

〇
鳥
獣
害
対
策
費

垢
 斉
藤
委
員

　
昨
年
度
の
鹿
の
捕
獲
頭
数
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
昨
年
度
の
鹿
の
捕
獲
頭
数

は
、
５
３
３
頭
と
な
っ
て
い
る
。

【
商
　
工
　
費
】

○
岬
セ
ン
タ
ー
運
営
費

垢
 髙
場
委
員

　
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
カ
ー
テ
ン

や
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
対
応
は
。

茅
 大
西
経
済
課
長

　
次
年
度
向
け
て
対
応
を
考

え
る
。

【
土
　
木
　
費
】

○
住
宅
管
理
費

垢
 斉
藤
委
員

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
蓋
の
破

損
の
対
応
状
況
は
。

茅
 東
出
主
任
技
師

　
破
損
状
況
の
確
認
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度

中
に
対
応
を
考
え
て
い
る
。

【
教
　
育
　
費
】

○
教
育
振
興
費

垢
 斉
藤
委
員

　
令
和
６
年
度
よ
り
Ａ
Ｉ
型

教
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が

成
果
は
。

茅
 小
川
教
育
次
長

　
１
人
１
台
端
末
で
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
の
端
末
に
導
入
し
、

自
宅
や
学
校
で
使
用
し
、
先

生
が
個
別
学
習
の
判
断
を
で

き
る
教
材
と
な
っ
て
い
る
。

【
総
　
　
　
括
】

垢
 髙
場
委
員

　
令
和
６
年
度
末
は
本
村
の

人
口
が
千
人
を
切
り
、人
口

減
少
が
加
速
し
た
１
年
で

あ
っ
た
。何
を
主
眼
に
行
政
運

営
行
政
運
営
を
し
て
き
た
か
。

茅
 宮
本
村
長

　
令
和
６
年
度
は
「
そ
の
先

を
見
据
え
た
柔
軟
な
視
点

で
」
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
新

た
な
視
点
、
総
意
工
夫
を
加

え
な
が
ら
予
算
編
成
を
行
っ

た
。
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
地

方
交
付
税
の
不
安
定
も
引
き

続
き
あ
る
中
、
必
要
な
事
業

の
振
興
の
た
め
に
は
、
一
部

基
金
を
取
り
崩
し
て
で
も
求

め
ら
れ
る
事
業
は
進
め
て
い

く
形
の
年
度
あ
っ
た
と
振
り

返
る
。
事
業
の
効
果
や
優
先

順
位
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

基
幹
産
業
の
振
興
、
住
民
の

福
祉
の
向
上
、
教
育
の
振
興

充
実
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

人
口
は
減
っ
て
い
る
が
、
限

ら
れ
た
人
口
の
中
で
皆
が
協

力
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
新
た
な
視
点
を
も
っ
て

村
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
冒
頭
、
副
村
長
か
ら
も
説

明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
実

質
公
債
比
率
７
坩７
％
と
い

う
こ
と
で
健
全
財
政
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
先
ほ

ど
の
村
長
の
総
括
で
の
答
弁

に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
中
で
高
齢
者
生
活
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
億
５
埀
０
０

０
万
、
あ
る
い
は
有
明
跨
線

橋
５
埀
２
０
０
万
、
さ
ら
に
は

民
間
住
宅
へ
の
補
助
４
埀
０
０

０
万
、
役
場
の
屋
根
の
防
水
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
と
い
う
こ
と

で
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

は
財
政
に
余
裕
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
一
般
財
源
で
速
や
か

に
設
置
が
で
き
た
と
。な
か
な

か
エ
ア
コ
ン
は
設
置
で
き
て
い

な
い
町
が
多
い
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。学
校
も
同
じ
よ
う
に
未

設
置
が
多
い
中
で
、
す
ば
や

く
エ
ア
コ
ン
を
設
置
で
き
た
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
村
の
特

筆
す
べ
き
す
ば
ら
し
い
点
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。人
口
減

少
社
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。地
方

交
付
税
も
思
っ
た
よ
り
伸
び

る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
よ
う
な
中
で
も
水
道
料
、

下
水
道
料
の
繰
り
出
し
金
が

増
え
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し

値
上
げ
を
す
る
こ
と
な
く
各

種
手
数
料
も
値
上
げ
す
る
こ

と
な
く
物
価
高
騰
の
中
で
村

に
関
わ
る
こ
と
は
据
え
置
い
て

い
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
や
は
り

健
全
な
財
政
が
成
す
べ
き
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。他
方
で
経

済
は
ど
ん
ど
ん
活
力
を
増
す

と
い
う
こ
と
も
重
要
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
こ
こ
と
い
う
場
面

で
は
民
間
投
資
を
誘
導
す
る

よ
う
な
積
極
的
に
村
も
支
援

を
し
て
、
さ
ら
に
活
力
も
必

ず
失
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
小

さ
な
村
で
も
活
力
の
あ
る
村

づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
こ
の
よ
う
に
申
し
上
げ

ま
す
。

議会だ よ り
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①
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業

・
施
工
状
況
及
び
現
況
確
認

金
額
２
０
埀
９
３
０
千
円

【
所
見
】

　
利
用
者
が
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
今
後
と
も
適
正

な
施
設
の
維
持
管
理
を
望
む
。

②
村
営
住
宅
建
築
事
業

・
施
工
状
況
及
び
現
況
確
認

金
額
８
５
埀
３
９
０
千
円

【
所
見
】

　
入
居
者
が
快
適
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
周
辺
整
備
も
含

め
適
切
な
維
持
管
理
が
望
ま

れ
る
。

③
水
産
業
振
興
構
造
改
善
事

業・
施
工
状
況
及
び
現
況
確
認

金
額
４
８
埀
６
２
８
千
円

【
所
見
】

　
基
幹
産
業
の
さ
ら
な
る
充

実
の
た
め
有
効
な
利
活
用
を

望
む
。

④
公
園
等
遊
具
整
備
事
業

・
施
工
状
況
及
び
現
況
確
認

金
額
６
埀５
３
０
千
円

【
所
見
】

　
適
正
な
維
持
管
理
及
び
有

効
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
。

⑤
村
民
プ
ー
ル
改
修
事
業

・
施
工
状
況
及
び
現
況
確
認

金
額
４
６
埀
３
２
０
千
円

【
所
見
】

　
地
域
住
民
が
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
適

正
な
施
設
の
維
持
管
理
を
望

む
。

※
事
務
調
査

・
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
改
正

に
よ
る
緊
急
銃
猟
の
運
用
に

つ
い
て

・
令
和
８
年
度
に
お
け
る
農

林
水
産
物
直
売
所
の
運
営
に

つ
い
て

　
所
管
す
る
経
済
課
よ
り
経

過
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

・
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
の
運
用

に
つ
い
て

　
所
管
す
る
教
育
委
員
会
よ

り
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　
去
る
８
月
　
日
、
遠
別
町

２９

に
て
留
萌
管
内
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
新

田
一
郎
氏
に
よ
る
「
地
方
財

政
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
な
さ
れ
研
鑽
を
深
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
公
的
資

金
・
地
方
団
体
の
財
政
状
況

等
多
岐
に
わ
た
る
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
・
コ
ン
ビ
ニ
の
利
益

は
東
京
に
集
中
す
る
と
の
事
。

地
元
の
商
店
を
利
用
し
な
け

れ
ば
地
域
活
性
化
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
ど
う
し
た
も
ん

だ
ろ
う
、
目
の
前
に
商
店
が

無
い
。全
く
無
い
わ
け
で
は
な

い
が
。が
ん
ば
れ
初
山
別
。

　総務経済常任委員会（長谷川幸廣委員長）は、１０月１０日に本年度予算に計上され

た主な事業の実施状況についての現地調査を行い、検討の結果をとりまとめ村に

提出しました。

　主な調査場所と検討結果は次のとおりです。

村 内 主 要 事 業 等 を調 査

留
萌
管
内
町
村

議
会
議
員
研
修
会
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議　　会　　の　　う　　ご　　き

初山別村敬老会（議長外全議員）９８　　　月

例月出納検査（監査委員）１２例月出納検査（監査委員）８

第３回定例会（議長外全議員）
１７・１８

初山別村戦没者追悼式（議長外議員多数）１５

決算審査特別委員会（委員長外委員全員及び議長）議会改革特別委員会（委員長外委員全員）２６

１０　　　月留萌管内町村議会議員研修会（議長外議員全員・遠別町）２９

総務経済常任委員会所管事務調査（委員長外委員全員及び議長）
１０

９　　　月

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）
５

例月出納検査（監査委員）１４議会全員協議会（議長外議員多数）

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
三
谷
博
子

委
員
長
）
は
、
７
月
　
日
に
十
勝
管
内

２８

浦
幌
町
を
訪
問
し
、
議
会
改
革
に
つ
い

て
視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

毅
調
査
内
容

　「
議
会
改
革
及
び
議
会
モ
ニ
タ
ー
の

取
り
組
み
・
議
員
の
な
り
手
不
足
の
解

消
に
つ
い
て
」

　
浦
幌
町
は
、
人
口
４
埀
０
４
８
人
の

十
勝
総
合
振
興
局
管
内
の
最
東
端
に
位

置
す
る
町
で
す
。
平
成
　
年
に
住
民
よ

２２

り
「
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に
議
員
報

酬
の
改
正
を
求
め
る
陳
情
書
」
が
提
出

さ
れ
た
の
が
議
会
改
革
の
始
ま
り
で
し

た
。
そ
の
後
、
議
会
が
町
民
に
理
解
・

支
持
さ
れ
る
活
動
と
し
て
、
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
情
報
公
開
や
議

会
報
告
会
等
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
議

員
定
数
を
削
減
し
て
臨
ん
だ
平
成
　
年
２７

の
統
一
地
方
選
挙
だ
っ
た
が
、
定
数
割

れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
浦
幌
町
議
会
が
抱
え
て
い
た
課
題
は
、

住
民
の
議
会
に
対
す
る
不
信
感
と
議
員

の
な
り
手
不
足
で
あ
っ
た
。
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
①
議
会

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
実
施
、
②
議
員
活
動

の
活
性
化
、
③
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
、
④
議
員
報
酬
の
見
直
し
を
行
っ
た

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
ま
と
め
と
し
て
、
議
会
の
活
性
化
の

た
め
に
は
、
第
一
に
住
民
が
議
会
に
関

心
を
も
ち
村
政
に
参
画
し
て
い
こ
う
と

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
住
民
が
議
会
を
よ

り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
と
し

て
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
や
議

会
の
実
施
方
法
の
工
夫
が
有
効
で
あ
る
。

ま
た
、「
風
通
し
の
よ
い
議
会
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
誰
も
が
分
か
り
や
す
い
表

現
で
議
会
報
を
作
成
し
た
り
、
議
会
活

動
を
細
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
住
民
が
議
会
に

気
軽
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
を

多
く
設
定
す
る
こ
と
で
、
参
画
意
識
が

高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
議
員

の
な
り
手
不
足
と
い
う
課
題
に
つ
い
て

も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て

行
い
議
員
と
し
て
の
や
り
が
い
を
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
解
消
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
今
後
に
向
け
て
は
、
議
員
一

人
一
人
が
住
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を

よ
り
自
覚
し
、
よ
り
よ
い
街
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
、
議
員
活

動
に
真
摯
に
取
り
組
み
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
一

つ
一
つ
丁

寧
に
積
み

上
げ
て
い

く
こ
と
に

よ
り
、
住

民
か
ら
の

議
員
活
動

へ
の
理
解

が
得
ら
れ

る
も
の
と

考
え
る
。

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
市
街
地
周
辺
に
連
日
ヒ
グ

マ
が
出
没
し
て
か
ら
２
ヶ
月
。

「
北
海
道
ヒ
グ
マ
注
意
報
」

は
解
除
さ
れ
た
が
危
険
が
無

く
な
っ
た
訳
で
な
く
、
単
独

で
の
外
出
は
今
も
怖
い
。
一

部
に
電
気
柵
が
設
置
さ
れ
た

が
人
的
被
害
が
出
る
前
の
対

策
と
し
て
は
、
距
離
を
も
っ

と
伸
ば
し
た
い
。
こ
れ
か
ら

村
が
次
の
一
手
を
打
っ
た
り
、

道
や
国
に
支
援
を
要
望
し
た

り
す
る
時
の
為
に
、
今
、
私

達
に
出
来
る
事
。
私
達
一
人

ひ
と
り
が
ク
マ
を
発
見
し
た

時
の
日
時
と
正
確
な
場
所
を

漏
ら
さ
ず
村
に
通
報
す
る
事
。

「
正
確
な
デ
ー
タ
を
作
る
手

助
け
」
を
皆
で
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

（
文
責
・
三
谷
　
博
子
）

　
編
集
後
記

道道
内
視
察
調
査
報

内
視
察
調
査
報
告告

浦幌町議会議場にて
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今
年
は
熊
笹
の
採
取
場
所
に
恵
ま
れ
、
夏
の
間
中
収
穫
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
昨
年
よ
り
も
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
収
穫
し
た
熊
笹
は
一
度
冷
凍
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
洗
っ
て
選
別
を
し
、
随
時
乾
燥
機
に
か
け
て
い
き
ま
す
。

乾
燥
を
終
え
た
ら
次
は
裁
断
を
行
い
、
焙
煎
作
業
に
入
り
ま
す
。

近
頃
は
だ
い
ぶ
日
が
短
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
早
く
に
あ
た
り
が

真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
い
外
の
作
業
が
で
き
な
い
分
、
家
の
中
で

の
加
工
作
業
に
も
少
し
ず
つ
時
間
を
割
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
熊
笹
を
収
穫
で
き
た
こ
と
で
、
洗
浄
と
乾
燥

の
作
業
に
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う

な
の
で
、
焙
煎
作
業

は
冬
の
間
に
追
い
込

み
で
や
る
よ
う
な
形

に
な
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
栽
培
し
た
韃

靼
そ
ば
も
乾
燥
さ
せ

殻
を
剥
い
て
、
こ
ち

ら
も
随
時
焙
煎
し
て

い
く
予
定
で
、
卒
業

前
に
熊
笹
の
お
茶
の

商
品
化
を
目
指
し
て
、

冬
の
間
に
精
一
杯
加

工
に
勤
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。【

荻
原
】

　
　
月
　
日
　
日
の
２
日
間
、
東
京
の
浅
草
で
開
催
さ
れ
た「
北
海

１０

１７

１８

道
移
住
・
交
流
フ
ェ
ア
２
０
２
５
」に
出
展
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
留
萌
管
内
か
ら
は
、
増
毛
町
・
苫
前
町
・
羽
幌
町
・
初
山
別
村
の
４

町
村
が
参
加
し
、
移
住
に
つ
い
て
の
案
内
や
町
村
の
紹
介
を
し
て
き

ま
し
た
。昨
年
も
参
加
し
た
経
験
を
活
か
し
、
初
山
別
の
ブ
ー
ス
の

飾
り
付
け
や
参
加
者
の
方
に
配
布
す
る
案
内
な
ど
を
工
夫
し
て
き

ま
し
た
。フ
ェ
ア
当
日
は
や
は
り
地
名
が
有
名
な
富
良
野
や
釧
路
、

移
住
に
力
を
入
れ
て
い
る
東
川
町
や
恵
庭
市
な
ど
が
人
気
の
ブ
ー
ス

で
、
残
念
な
が
ら
初
山
別
村
の
ブ
ー
ス
は
昨
年
よ
り
来
て
く
だ
さ
っ

た
方
が
少
な
か
っ
た
で
す
。し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
来
て
く
だ
さ
っ

た
方
に
は
初
山
別
村
の
魅
力
や
情
報
を
案
内
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
他
市
町
村
ブ
ー
ス
の
様
子
も
見
学
し
、
移
住
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
資
料
を
収
集
し
て
来
ま
し
た
。　
も
し
、
来
年

度
も
移
住
・
交

流
フ
ェ
ア
に
参

加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
は
、

今
回
の
反
省
を

踏
ま
え
つ
つ
、

他
市
町
村
の
い

い
部
分
も
取
り

入
れ
な
が
ら
今

後
の
Ｐ
Ｒ
に
活

か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
本
間
】

移
住
・
交
流
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

熊
笹
の
加
工
作
業



窺

※予定価格が１３０万円以上の建設工事及び調査・測量設計委託業務 
　　　 落札率小数点第２位四捨五入 （単位：円）

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｒ７
７.２９

９６.６％６,２７０,０００〇６,４９０,０００
㈲道北水道
設備

（初山別村）㈲道北水道設備
公園遊具
設置工事

一)工事１
４月１６日

（初山別村）初山別土建㈱

（初山別村）㈱前田建設

Ｒ７
１２.４

９７.０％４５,６５０,０００〇４７,０６９,０００
初山別
土建㈱

（初山別村）㈲道北水道設備
共成跨線橋
更新工事

一)工事２
５月２８日

（初山別村）初山別土建㈱

（初山別村）㈱前田建設

Ｒ７
３.１０

９４.０％１７,８２０,０００〇１８,９６４,０００
㈱ホクスイ
設計コンサル

（札幌市）㈱ＮＳＪ札幌事業所

初山別地区農業
集落排水施設
整備事業実施
設計委託業務

農)業務２
５月２８日

（札幌市）㈱ホクスイ設計コンサル

（札幌市）東日本設計㈱

（札幌市）㈱ドーコン

（札幌市）㈱日水コン北海道支所

Ｒ７
１０.２８

９６.６％２,５３０,０００〇２,６１８,０００㈱前田建設

（初山別村）㈱前田建設

村有車庫屋根
葺替工事

一)工事３
６月３０日

（初山別村）㈲本堂建設

（遠別町）道北興業㈱

（羽幌町）㈱水上建設工業所

Ｒ８
１.３０

９７.６％１９,８２２,０００〇２０,３１７,０００㈲本堂建設

（初山別村）初山別土建㈱高齢者生活福祉
センター居室
改修工事

一)工事４
６月３０日

（初山別村）㈲本堂建設

（初山別村）㈱前田建設

Ｒ７
１２.１

９８.１％１８,７８８,０００〇１９,１５１,０００㈲本堂建設

（初山別村）初山別土建㈱村営住宅
長寿命化
改修工事

一)工事５
６月３０日

（初山別村）㈲本堂建設

（初山別村）㈱前田建設

Ｒ７
１２.９

９６.９％５,５７７,０００〇５,７５３,０００㈲本堂建設

（初山別村）初山別土建㈱
議会庁舎屋根
改修工事

一)工事６
７月１７日

（初山別村）㈱前田建設

（初山別村）㈲本堂建設

Ｒ７
８.２０

９６.７％２,２４４,０００〇２,３２１,０００㈲三協産業

（初山別村）初山別土建㈱

水道計量器
取替工事

水)工事１
７月１７日

（初山別村）㈲道北水道設備

（初山別村）㈲三協産業

（初山別村）㈱前田建設

（初山別村）㈲本堂建設

Ｒ７
１０.３１

９４.９％８,５１４,０００〇８,９７６,０００㈱測新開発

（旭川市）㈱測新開発初山別地区
導水管更新測量
調査委託業務

水)業務４
７月１７日

（東神楽町）㈱及川土木設計

（旭川市）旭川設計測量㈱

Ｒ７
１２.３０

９８.９％４２,９００,０００〇４３,３６２,０００
初山別
土建㈱

（初山別村）初山別土建㈱
村民プール
改修工事

一)工事７
８月５日

（初山別村）㈲本堂建設

（初山別村）㈱前田建設

Ｒ７
１２.３０

９３％２,０１３,０００○２,１６７,０００
㈱司設計
事務所

（旭川市）㈱中原建築設計事務所

村民プール
改修工事
監理委託業務

一)業務５
８月５日

（旭川市）㈱司設計事務所

（旭川市）㈱柴滝建築設計事務所

（札幌市）㈱ズコーシャ札幌支社

（札幌市）㈱アクティ建築設計

Ｒ７
１２.９

９７.９％４,７３０,０００４,８２９,０００
初山別・道北
特定建設工事
共同企業体

（初山別村）
初山別・道北
特定建設工事
共同企業体

村営住宅
新築工事

一)工事１０
８月２９日

入札及び見積合せ結果のお知らせ（令和７年度　7．4～7．9）



丑

■
社
会
に
広
げ
よ
う
犯
罪
被
害
者
等

支
援
の
輪

　
わ
い
せ
つ
被
害
や
痴
漢
で
悩
ん
で

い
る
方
、
家
族
・
知
人
が
被
害
に
遭

わ
れ
て
悩
ん
で
い
る
方
、「
相
談
し

た
い
け
れ
ど
、
警
察
署
に
は
行
き
づ

ら
い
」
と
迷
っ
て
い
る
方
。

　
ま
ず
は
、
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話

　
参
＃
８
１
０
３
（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
心
（
ハ
ー
ト
）
に
寄
り

添
い
、
あ
な
た
の
声
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
ま
す
。

　
北
海
道
内
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、

発
信
さ
れ
た
地
域
を
管
轄
す
る
警
察

本
部
（
方
面
本
部
）
の
性
犯
罪
被
害

相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。（
　２４

時
間
対
応
）

　
電
話
回
線
に
よ
っ
て
は
、

　
参
＃
８
１
０
３
（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は

　
参
０
１
２
０
倆
７
５
６
倆
３
１
０

（
性
犯
罪
被
害
１
１
０
番
、
通
話
料

無
料
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
理
解

　
自
分
自
身
が
犯
罪
被
害
に
遭
う
。

自
分
の
大
切
な
人
が
犯
罪
被
害
に
遭

う
。
あ
な
た
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
犯
罪
被
害
者
等
は
、
直
接
的
な
ダ

メ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
、
被
害
後
も

・
被
害
の
ト
ラ
ウ
マ
に
よ
る
フ
ラ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク

・
被
害
に
よ
る
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
睡

眠
障
害
等
の
発
症

・
生
活
の
立
て
直
し
や
医
療
費
な
ど

の
経
済
的
負
担

・
周
囲
の
人
か
ら
の
心
な
い
言
動
に

よ
る
二
次
的
被
害

な
ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら

苦
し
ん
で
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の

軽
減
、
回
復
に
は
、
周
囲
の
方
の
理

解
や
共
感
、
配
慮
及
び
協
力
が
と
て

も
大
切
で
す
。

　
社
会
全
体
で
犯
罪
被
害
者
等
を
支

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
支
援
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
犯
罪
被
害
給
付
制
度
の
周
知
徹
底

　
犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
故
意
の

犯
罪
行
為
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
犯

罪
被
害
者
の
ご
遺
族
や
、
重
傷
病
を

負
い
、
又
は
後
遺
障
害
が
残
っ
た
犯

罪
被
害
者
の
方
に
対
し
て
、
国
が
給

付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
法
律
に
よ
り
給
付
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
や
申
請
の
期
間
・
方

法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
警
察
本
部

又
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
全
国
の
警
察
で
は
、
総
力
を
挙
げ

て
指
名
手
配
被
疑
者
の
追
跡
捜
査
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
逃
走
中

の
指
名
手
配
被
疑
者
を
一
人
で
も
多

く
発
見
、
検
挙
す
る
た
め
に
は
、
捜

査
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
関
す
る
情
報

は
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
あ
っ
て

も
、
た
め
ら
わ
ず
に
１
１
０
番
通
報

又
は
最
寄
り
の
警
察
施
設
に
連
絡
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
ス
リ
ッ
プ
招
く
 急
ぐ
心
に
ブ

レ
ー
キ
を

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
！

○
運
動
期
間

　
　
月
　
日（
木
）～

１１

１３

　
　
月
　
日（
土
）の
　
日
間

１１

２２

１０

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
歩
行
者
や
自
転
車
を
見
落
と
し
や

す
く
な
る
薄
暮
時
間
帯
か
ら
夜
間

の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
交
差

点
や
横
断
歩
道
近
く
で
は
速
度
を

落
と
し
、
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

・
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
を
横
断

し
よ
う
と
す
る
歩
行
者
等
が
い
る

場
合
は
、
必
ず
横
断
歩
道
の
手
前

で
一
時
停
止
し
、
手
で
合
図
（
ハ

ン
ド
サ
イ
ン
）
を
し
て
横
断
を
促

し
ま
し
ょ
う
。

・
降
雪
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
早
め

の
タ
イ
ヤ
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
冬
タ
イ
ヤ
に
交
換
後
は
、

ナ
ッ
ト
の
緩
み
な
ど
異
常
が
無
い

か
を
定
期
的
に
点
検
し
、
ナ
ッ
ト

の
増
し
締
め
を
行
っ
て
タ
イ
ヤ
の

脱
落
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

指
名
手
配
被
疑
者
の
捜
査
強
化

ピ
ン
と
き
た
ら
１
１
０
番

犯
罪
被
害
者
等
支
援
活
動
の

周
知
と
参
加
の
促
進
及
び
犯
罪

被
害
給
付
制
度
の
周
知
徹
底

冬
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

冬
の
路
面
は
急
変
化
！



碓

・
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急

発
進
は
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
特
に
日
陰
や
橋
の
上
、
ト

ン
ネ
ル
な
ど
で
は
、
路
面
が
凍
結

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

○
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
少
し
で
も
早
く

見
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
外

出
す
る
と
き
は
明
る
い
色
の
服
装

や
反
射
材
を
身
に
付
け
て
、
自
分

の
存
在
を
目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、
手
を

あ
げ
る
等
の
合
図
（
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
）

を
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
道
路
を
横

断
す
る
意
思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
前
の
安
全
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、

横
断
中
も
常
に
左
右
の
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

◯
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す
！

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ

な
い
」
北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
日
酔
い
で
の
運
転
も
「
飲
酒
運

転
」
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ

カ
ー
で
確
認
す
る
な
ど
、
身
体
に

ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
緊
急
性
の
あ
る
情
報
（
防
災
情
報

や
ク
マ
の
出
没
等
）
に
つ
い
て
、
村

か
ら
登
録
さ
れ
て
い
る
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
情
報
発
信
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ご
登
録
が
済
ん
で
な
い
方
や

最
近
転
入
さ
れ
た
方
は
、
申
込
み
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
広
報
表
紙
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
生
活
支
援
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

つ
い
て
は
ご
自
身
の
名
前
を
入
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
申
込
み
手
続
き

が
完
了
し
ま
す
。

　
な
お
、
以
前
登
録
し
た
の
に
受
信

が
で
き
な
い
方
は
、
次
の
点
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
登
録
し
た
ア
ド
レ
ス
が
間
違
っ
て

い
た
。

・
申
込
み
後
に
携
帯
会
社
や
ア
ド
レ

ス
を
変
更
し
た
。

　
右
記
以
外
の
こ
と
で
も
お
困
り
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、

役
場
企
画
振
興

室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 初

山
別
村
生
活
支
援
シ
ス
テ

ム
メ
ー
ル
登
録
者
の
募
集

気象台ひと口メモ　～そろそろ冬への備えを～
　上川・留萌地方では、例年、１１月上旬～中旬頃にかけて

「積雪状態」になり、１１月下旬～１２月上旬頃から「長期積雪

（根雪）」が始まります。

　気象台では、冬の始まりに峠や山間部で初めて積雪状態に

なるときや、平地で初めて積雪状態になると予想された時には、「雪に関する気象情報」

を発表して積雪や路面の凍結による交通障害について注意を呼びかけています。また、

気象庁ホームページの「今後の雪」では、１時間毎に推定した現在の積雪の深さと降雪

量の分布、及び、６時間先までの予測を表示することができますので、天気予報や交通情

報などと併せてご利用ください。天気予報や週間天気予報で雪の予報が発表されたら、車の

タイヤ交換や非常用品の準備、入れ替えなどを行い、早めに冬の備えを行いましょう。

　お問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：０１６６－３２－７１０２）

　猿旭川地方気象台ホームページアドレス

　　　https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

　猿気象庁ＨＰ「今後の雪」

https://www.jma.go.jp/bosai/snow/#zoom:7/lat:43.395740/

lon:140.690198/colordepth:deep/elements:snowd



臼

　
生
活
習
慣
病
と
は
、
不
適
切
な
生

活
習
慣
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
で

発
症
す
る
病
気
の
こ
と
で
す
。「
習
慣
」

の
恐
ろ
し
さ
は
、
そ
れ
が
不
適
切
で

あ
っ
て
も
、
自
分
に
と
っ
て
の「
あ
た
り

ま
え
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め

問
題
点
に
気
づ
か
ず
放
置
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。健
診
結
果

は
病
気
の
リ
ス
ク
が
わ
か
る
だ
け
で

な
く
、
生
活
習
慣
病
が
芽
を
出
す
前

に
根
本
原
因
を
突
き
と
め
て
、
病
気

の
根
っ
こ
を
取
り
除
く
た
め
に
役
立

つ
貴
重
な
情
報
源
で
す
。特
定
健
診

や
が
ん
検
診
を
受
け
て
、
結
果
を
知

り
、
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
疾
患
な
ど

の
命
に
関
わ
る
生
活

習
慣
病
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
今
日
か

ら
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
、

生
活
習
慣
改
善
を
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
食
生
活
改
善

　
基
本
は
一
日
三
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
る
こ
と
で
す
。「
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
」
と
は
、
栄
養
に
偏
り
が

な
く
、
人
間
の
活
動
に
必
要
な
栄
養

素
を
ま
ん
べ
ん
な
く
と
れ
る
食
事
の

こ
と
で
す
。
好
き
な
も
の
ば
か
り
食

べ
た
り
、
簡
単
に
済
ま
せ
た
り
す
る

こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
ま
ず
は
、
毎
日
の
食
生
活
を
振

り
返
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

■
朝
食
は
し
っ
か
り
と

　
朝
食
を
抜
く
と
、
空
腹
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
で
血
圧
が
上
昇
し
た
り
、
昼

食
・
夕
食
の
食
べ
過
ぎ
に
よ
る
肥
満

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
も

き
ち
ん
と
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
バ
ラ
ン
ス

が
大
切

　
昼
食
は
毎
日
外
食
と
い
う
人
は
、

メ
ニ
ュ
ー
が
好
き
な
も
の
に
偏
り
が

ち
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
色
々

な
食
材
が
と
れ
る
定
食
を
選
ん
だ
り
、

野
菜
の
小
鉢
を
追
加
す
る
な
ど
、
バ

ラ
ン
ス
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
昼
食
で
足
り
な
い
栄
養

素
は
夕
食
で
補
う
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
夕
食
時
間
は
規
則
正
し
く

　
就
寝
直
前
に
食
事
を
す
る
と
脂
肪

の
蓄
積
や
睡
眠
の
質
の
低
下
を
招
き

ま
す
。
夕
食
は
寝
る
三
時
間
前
ま
で

に
は
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
生
活
リ
ズ

ム
が
整
え
ら
れ
、
食
生
活
に
も
よ
い

循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

■
運
動
習
慣

　
適
度
な
運
動
は
体
重
増
加
を
防
止

す
る
だ
け
で
な
く
、
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
あ
わ
せ
て

行
う
と
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果

が
高
ま
り
ま
す
。
最
初
か
ら
無
理
を

せ
ず
、
毎
日
続
け
て
行
う
事
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

■
通
勤
や
散
歩
で
歩
く
事
を
日

課
に
　
歩
く
こ
と
は
健
康
づ
く
り
の
基
本
。

成
人
は
一
日
八
０
０
０
歩
以
上
、
高

齢
者
は
一
日
六
０
０
０
歩
以
上
が
目

標
で
す
。「
徒
歩
で
通
勤
」「
歩
い
て

こ
ど
も
を
送
る
」
な
ど
を
朝
の
ル
ー

テ
ィ
ン
に
す
る
こ
と
で
、
歩
数
を
延

ば
し
ま
し
ょ
う
。

■
こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
て
筋

ト
レ
を

　
筋
ト
レ
に
は
筋
力
ア
ッ
プ
は
も
ち

ろ
ん
、
身
体
機
能
、
骨
密
度
の
改
善

効
果
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の
運
動
に
、

週
に
二
～
三
日
の
筋
ト
レ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
昼
休
み
に
軽
く
体
操
、
キ
ビ
キ
ビ

と
家
事
を
こ
な
す
な
ど
、
日
常
生
活

の
中
で
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す
こ
と

も
立
派
な
運
動
で
す
。

■
な
が
ら
運
動
を
取
り
入
れ
よ
う

　
運
動
施
設
に
通
う
時
間
が
な
く
て

も
、
自
宅
で
家
事
を
し
な
が
ら
筋
ト

レ
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
「
な
が
ら
運
動
」
は
無
理
な

く
気
軽
に
続
け
ら
れ
ま
す
。

■
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
は

今
日
か
ら
禁
煙
を

　
タ
バ
コ
は
肺
が
ん
や
脳
卒
中
、
心

筋
梗
塞
な
ど
の
大
き
な
原
因
と
な
り

ま
す
。
吸
わ
な
い
人
で
も
、
受
動
喫

煙
に
よ
っ
て
害
を
被
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
周
囲
の
人
の
た
め
に
も
禁
煙

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

生
活
習
慣
改
善



渦

金木水火月総合診療医による診療

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

毎日●●●●●要担当医
内　　科

総
合
診
療
医

毎日●●●●●●●不要当番医

毎週火曜日・木曜日●●不要当番医外　　科

毎日（処置・注射のない方）●●●●●要担当医
整形外科

毎週火曜日・木曜日●●不要当番医

＊急なケガなどの緊急の場合は上記診療日以外でも御相談ください

金木水火月専門診療（出張医師等）

診　療　日午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前予約医師診　療　科

１１日・２５日●要佐々尾医師消化器内科

専
　
　
　
門
　
　
　
外
　
　
　
来

※当面の間、休診となります。
現在予約のある方は常勤医
が代診します。

要重原医師呼吸器内科

２４日●要高橋医師循環器内科

２５日●推奨木村医師総合診療科

毎週月曜日●要佐々尾医師フレイル外来

３日・１０日・１７日・２４日●
推奨穴口医師

整形外科

４日・１１日・１８日・２５日●

２日・１６日●推奨覺田医師

５日・１２日・１９日・２２日・２６日●●推奨八島医師

１日●推奨引野医師

９日・２３日●要渡部医師

井上医師診療日以外●●●●●●●不要窓橋医師
小 児 科

１日・１５日●●不要井上医師

毎週火曜日●要旭川医大医師眼　　科

毎週火曜日●●不要金野医師婦 人 科

奇数週水曜日●要札幌医大医師耳鼻咽喉科

毎週木曜日●推奨札幌医大医師泌尿器科

毎週金曜日●不要札幌医大医師皮 膚 科

＊受付時間　午前：８時～１１時（泌尿器科のみ１０時３０分まで）

　　　　　　午後：１３時３０分～１５時（小児科 髙橋医師のみ　午後：15時00分～16時00分）

＊人間ドック・健診等

　検査内容等に応じて曜日が異なります。ご希望の方はお気軽に病院までお問い合わせください。

＊病院の診療に関する最新の情報は、病院ホームーページや公式ＳＮＳより案内しております。

　ぜひフォローをお願いいたします！

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

令和７年１２月外来診療体制

【
Ｘ
】

【
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
】

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
】

【
羽
幌
病
院
Ｈ
Ｐ
】



　初山別村民憲章　　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。
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１１

 ２０２５
№
６８３

嘘

ひ と の うごひ と の うご きき
～令和７年１０月３１日現在～

人口　　968人（△６）

世帯　490世帯（△３）

煙男　　482人（△１）

煙女　　486人（△５）

（　　）は前月比

● 今月の主な行事予定 ●
（１１／１２～１２／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１１月号）
乳幼児健診

１２昌

　

月

１１
予防接種１３昭

破砕ゴミ・危険ゴミ（初山別・千代田）１４晶

１５松

１６掌

１７捷

１８昇

１９昌

ほしっこくらぶ２０昭

破砕ゴミ・危険ゴミ（有明・栄・豊岬・明里・共成）２１晶

２２松

２３掌

２４捷

２５昇

子ども議会２６昌

広報配布（お知らせ版）
予防接種

２７昭

２８晶

２９松

３０掌

１捷

　

月

１２
２昇

３昌

４昭

５晶

インフルエンザ予防接種２回目（自然交流センター）６松

７掌

８捷

９昇

乳幼児健診１０昌

予防接種１１昭

交通事故死ゼロの交通事故死ゼロの日日
～令和７年１０月３１日現在～

思いやり運転を

心がけましょう

3 840
日目

有明北自治会自主防災研修会

　有明特別母と子の家にて、有明北自

治会自主防災研修会が開催されました。

　災害発生時の避難行動や非常食の備

え方など、日頃から意識しておくべき

ポイントについて学びました。

　参加者の皆様は真剣に耳を傾け、防

災への理解を深める貴重な機会となり

ました。（１０月２６日）

 転　入 

１０／９　秋田　志穂（豊　岬）

 お誕生 

１０／８　木野　　想（明　里）
（父：孝之　母：寛子）

 おくやみ 

１０／１２　髙木富士子

　　　　　　　７７歳（有　明）

１０／２５　木村　朱美

　　　　　　　６４歳（千代田）

新しい人権擁護委員のお知らせ
　初山別村長から人権擁護委員として

推薦しておりました辨開淳美さんが、

１０月１日付けをもって法務大臣から委

嘱されました。

　人権に関する問題でお聞きしたいこ

と等があれば、ご相談されるようお知

らせいたします。

　なお、村内では辨開さんのほか、永

井範子さんが人権擁護委員として活躍

されております。

氏名　 辨　開　淳　美 さん


